





































ば しば小 さなこととして見過 ごされがちである
水野 光晴
が､授業の効率を考えるならば､教師の側におい
ても､学生の側においても看過されるべ きことで
はない｡
グループラボでは､10人程度のグループでスラ
イ ド､レーザーディスク､ビデオ､CDなどを視
聴 したり､視聴覚作品を製作 したりするのに利用
される｡
タイピング ･ルームは､タイプライティング練
習のための教室で､タイプを受講 した学生､及び
現在受講中の学生に利用が制約されている｡
パソコン演習は､コンピューター操作 を演習授
業で指導するための教室で､20台のパソコンの表
示画面を一つ一つ教卓の受像機でチェックできる
ばか りでなく､教師が学生の行動を展望できるよ
うにとの配慮から､演習用のパ ソコンの高 さは
140cm以下にしてあるとのことであった｡
さらに､個別キャレルにはビデオ(β､Uマチ ッ
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ク)､レーザーディスク､カセット､CD､日本
語ワープロなどのキャレルが用意されている｡C
Dのキャレルには､カセットデッキも併設されて
いて､クラシックオペラなどの音楽鑑賞用として､
オーディオのキャレルがある｡また､ビデオやレー
ザー ･ディスクは2ヶ国語の映画を見ながら英会
話の勉強をすることもできる｡これらの各キャレ
ルは､パソコン演習室のように､キャレルの利用
者を何処からで も監視できるようにとの配慮か
ら､キャレルの遮蔽壁は､140cmまでにしたとの
ことであった｡
帝塚山学院大学のAVセンター所轄の機材を列
挙すれば次のようになる｡すなわち､
Uマチックビデオ､VHSビデオ､
ベータービデオ､OHC(オーバーヘ ッドカメラ)､
オーディオテープ､スライ ド､レコード､16ミリ
映画､OHP(オーバープロジェクター)､
LV (レーザーヴューア-)､
CD (コンパクトディスク)等々である｡
最後に､この大学にあるソフ ト･メディアのリ
ス トをコピーしていただけないものかと筆者が遠
藤氏にお願いすると､別れ際に厚みにして7cmに
も及ぶソフト･メディアの詳細な資料を手渡され
た｡そこで､主任の遠藤氏と助手の石森氏には幾
重にも感謝の辞を交わし､夕闇迫る校門を後に別
れを告げ､錦織 りなす紅葉の坂を一人歩いて下っ
た｡
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